
１到２

免 疫 染 色 お よ び 電 顕 検 索 を 行 っ た．
症 例 １， ２ は 側 頭

葉 に 発 生 し，画 像 診 断 に て 定 型 的 な 皮 質 化 腫 瘍 で あ る．

い ず れ も 星 細 胞 腫 の 組 織 像 を 呈 し て い 花． シ ナ
プ ス 構

造 躯 見 ら れ た 症 例 は ＤＮＴ で あ り， グ リ ア 繊 維 の み ら

れ た 症 例 は 星 細 胞 麓 に 分 類 し た． さ ら に 症 例 ３ は 脳 室

周 辺の腫瘍で乏突起膠腫との鑑別を要す る腫 瘍であ

る．
し か し， シ ナ

プ ト フ ァ イ ジ ン 陽 性， シ ナ
プ ス 構 造

カミみ ら れ た
．
こ れ は Ｃｅｎｔｒａ１ 舵 ｕｒＯＣｙｔｏ㎜ａ で あ る．

こ

の よ う に ｎｅ鮒ｏｎａ ㍑ｕｍＯｒ で あ る が 分 類 が 混 乱 し て い

る． 今後は神経系の要索と腫瘍性格を詳細に検討し分

類 を 簡 便 化 す べ き で あ る と 考 え る．

１６． 福 山 型 先 天
．陸 筋 ジ ス ト ロ フ ィ ー の 胎 児 剖 検 例 ：

胎齢２０週における大脳痛変

（第 一 病 理，
詐小 児 科）

山 本 智 子 ・ 小 森 隆 司 ・ 柴 田 亮 行 ・

豊 田 智 里 ・ 小 林 榎 雄 ・ 近 藤 恵 里ま・

斉 藤 加 代 子幸・ 犬 澤 真 木 子串

福 山 型 先 天 性 筋 ジ ス ト ロ フ ィ ー （ＦＣＭ Ｄ） に お い て

は， 大， 小脳に小多脳回を主体とする大脳病変を合併

す る こ と が 知 ら れ て い る が， 胎 児 例 で の 検 討 は， 高 田

ら の 報 告 に よ る 胎 齢２３週 の １ 例カミみ ら れ る の み で あ

る． 我 々 は， 出
生 前 遺 伝 子 診 断 で８６％ の 確 率 で ＦＣＭ Ｄ

と 診 断 さ れ た 胎 齢２０週 の普ヨ検 脳 に お い て，ＦＣＭ Ｄ に 関

連 す る と 考 え ら れ る 犬 脳 皮 質 病 変 を 認 め た． 脳 重 量 は

狐．６ｇ で， 肉 眼 的 に は， 前 頭 葉 か ら 側 頭 葉， 後 頭 葉 に か

け て の 表 面 の 穎 粒 状 の 変 化 と， 後 頭 葉 に 軽 度 の 隆 起カ
ミ

認 め ら れ た．
肉 眼 的 に 変 化 の 認 め ら ね た 部 分 と ほ ぼ 一

致 し て， 組 織 学 的 に， ２３週 の 胎 児 例 で 報 告 さ れ て い る

病 変 と 同 様 の， 大 き く 三 つ に 類 別 さ れ る 病 変 が 認 め ら

れ た． 本 症 例 で み ら れ た 所 見 か ら は， ＦＣＭＤ で は， 少

な く と も２０週 以 醐 こ病 変 の 形 成 が 始 ま る と 考 え ら れ

た． 後 頭 葉 に よ り 程 度 の 強 い 病 変カ
ま認 め ら れ た が， ２３

週の例に比べ， 全体に程度の軽い病変の占める割合が

高 く， 病 変カ
ミ形 成 途 上 に あ る 可 能 性 が 考 え ら れ た．

１７
．
筋萎縮性側索硬化症の脊髄前角におけるシナプ

スの変化について

（神経内科） 佐々木彰一・谷田部可奈・

近 藤 裕 美 ・ 堀 場 恵 ・ 岩 田 誠

〔目的〕 筋萎縮性側索硬化症 （ＡＬＳ） の脊髄前角に

捌ナるシナプスの変化を， 免疫組織学的および電顕で

観 察 し た
．

〔対 象およ び方法〕 孤 発性 ＡＬＳ１５例， 下位 運動

ニ ュ ー ロ ン 疾 患 （ＬＭ ＮＤ） ４ 例 お よ び 対 照ｉ３例 を 用 い

た
．
腰 髄 部 の パ ラ フ ィ ン 包 埋 切 片 に ｐｒｅｓｙｎａｐｔｉｃ ｖｅｓｉ－

ｃ１ｅｓ の 膜 蛋 白 で あ る 抗 ｓｙｎａｐｔｏｐｈｙｓｉｎ （ＳＰ） 抗 体 （ＳＹ

３８） を用 い， ＡＢＣ 法 で 免 疫 染 色 した．
漢 た， 腰 髄 前 角

細 胞 の 表 面 に み ら れ る シ ナ プス を 電 顕 で 観 察 し た．

〔結 果〕ＡＬＳ お よ び ＬＭ ＮＤ 全 例 で， 前 角 の ｎｅ口ｒｏｐｉｌ

の ＳＰ 免 疫 活 性 の 低 下 が 認 め ら れ， そ の 程 度 は 前 角 細

胞 の 脱 落 の 程 度 と 関 連 して い た．
ＡＬＳ で 残 存 す る と 正

常と思われる前角細胞体の表面では， ＳＰの免疫活性

は よ く 保 た れ て い た が， 電 顕 で は 対 照 榊 こ比 較 し て 有

意 に シ ナ プ ス の 減 少 淋 認 め ら れ た．

〔結 論〕 ＡＬＳ に お け る 前 シ ナ プ ス の 脱 落 は， 上 位 運

動 ニ ュ ー ロ ン の 変 性 に 基 づ く 二 次 的 変 化 で は な く， 脊

髄前角細胞の変性に基づいて起こる一次性変化である

こ と が 示 唆 さ れ た
．
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